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（１）調査の目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，
そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

（２）調査の対象とする児童生徒
【小学校調査】
小学校第６学年，義務教育学校前期課程第６学年，特別支援学校小学部第６学年 

【中学校調査】 
中学校第３学年，義務教育学校後期課程第３学年， 
中等教育学校前期課程第３学年，特別支援学校中学部第３学年 

（３）調査事項及び手法

① 児童生徒に対する調査
ア 教科に関する調査〔国語，算数・数学，英語〕

国語，算数・数学，英語はそれぞれ次の(ｱ)と(ｲ)を一体的に出題。
（ｱ）身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実

生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望まし
い知識・技能など

（ｲ）知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決の
ための構想を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容

英語においては，「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと」，「書くこと」に関する問 
題を出題。 
※調査問題は現行の学習指導要領（平成 20年告示）に示された目標及び内容等に基づいて作成。 

イ 質問紙調査

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。
本年度の主な調査項目は以下のとおり。
・挑戦心，達成感，規範意識，自己有用感等
・部活動に関する状況

・ICTを活用した学習状況
・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
・学習に対する興味・関心や授業の理解度等

② 学校に対する質問紙調査
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する質問紙調査を実施。 
本年度の主な調査項目は以下のとおり。 

・挑戦心，達成感，規範意識，自己有用感等
・カリキュラム・マネジメントなど，学校運営に関する取組状況
・教職員の資質能力の向上
・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
・各教科の指導方法

※調査項目は毎年度文部科学省において決定。

※全国学力・学習状況調査の開始当初（平成 19 年度）と比べて質問紙調査の質問項目数が増加し，

平成 30年度より，毎年調査する項目と数年おきに調査する項目を分別し，質問項目数を選定。



（４）調査の方式

悉皆調査

（５）調査日時

平成 31年４月 18日（木）

【小学校調査】

１時限目 ２時限目 

国語（45分） 算数（45分） 
児童質問紙 

（20～40分程度） 

【中学校調査】（例：６学級の場合） 
１時限目 ２時限目 ３時限目 ４時限目 ５時限目 ６時限目 

国語（50分） 数学（50分） 

英語 
「聞くこと」 
「読むこと」 
「書くこと」 
（45分） 

生徒質問紙 
（20～45分程度）

等 

英語 
「話すこと」 

（１組,２組,３組） 

英語 
「話すこと」 

（４組,５組,６組） 

＜補足＞ 

※「話すこと」調査の所要時間は，１学級当たり５分（準備や移動に要する時間を含み 15分）程度。 

※原則として，同一学級の生徒を一斉に，かつ，調査対象学年の生徒全員が３単位時間以内で調査を

行う。（学級規模等により「話すこと」調査の所要時間が５，６時限目で収まらない場合は，４時限

目も「話すこと」調査の実施に充てることができる。）

（６）中学校の英語「話すこと」調査にかかる特例的な措置に伴う対応に関して実施要領

７．（３）のとおり，英語の調査結果としては，「聞くこと」，「読むこと」，「書くこと」

の合計を集計。 

【抜粋】平成 31年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領（平成 31年 12月 14日付） 

７．中学校の英語のうち，「話すこと」に関する問題の実施にかかる特例的な措置 

  英語「話すこと」に関する問題は，初めて各学校のコンピュータ教室等の PC端末等を活用し，音声

録音方式で実施するものであり，各学校の ICT環境が様々であることから，平成 31年度に限り，特例

的な措置として，以下のとおり，取り扱うこととする。 

(１)「話すこと」に関する問題については，設置管理者が各学校の ICT環境の整備状況を把握し，各学 

校の状況を十分踏まえた上で，検討し，設置管理者の判断により学校単位で「話すこと」に関する問題 

を実施しないこととすることができる。 

(２)「話すこと」に関する問題の実施状況については，調査実施後に文部科学省において確認の上，実 

施校の全国総数のみを公表する。 

(３)中学校英語調査の結果については，「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の合計を集計する。また，

「話すこと」に関する問題の結果については，全国の平均正答数及び平均正答率を別に集計して「参考 

値」として公表することとし，都道府県別，指定都市別の公表は行わない。 

(４)上記（１）により「話すこと」に関する問題を実施しなかった学校においても，「話すこと」に関

する問題及び調査結果を活用した授業改善が行えるよう，調査実施後すみやかに，調査問題，正答例， 

問題趣旨及び解答類型を公表する。 
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（４）調査の方式

悉皆調査

（５）調査日時

平成 31年４月 18日（木）

【小学校調査】

１時限目 ２時限目 

 国語（45分）  算数（45分） 
児童質問紙 

（20～40分程度） 

【中学校調査】（例：６学級の場合） 
１時限目 ２時限目 ３時限目 ４時限目 ５時限目 ６時限目 

 国語（50分）  数学（50分） 

英語 
「聞くこと」 
「読むこと」 
「書くこと」 
（45分） 

生徒質問紙 
（20～45 分程度）

等 

英語 
「話すこと」 

（１組,２組,３組） 

英語 
「話すこと」 

（４組,５組,６組） 

＜補足＞ 

※「話すこと」調査の所要時間は，１学級当たり５分（準備や移動に要する時間を含み 15分）程度。 

※原則として，同一学級の生徒を一斉に，かつ，調査対象学年の生徒全員が３単位時間以内で調査を

行う。（学級規模等により「話すこと」調査の所要時間が５，６時限目で収まらない場合は，４時限

目も「話すこと」調査の実施に充てることができる。）

（６）中学校の英語「話すこと」調査にかかる特例的な措置に伴う対応に関して

実施要領７．（３）のとおり，英語の調査結果としては，「聞くこと」，「読むこと」， 
「書くこと」の合計を集計。

【抜粋】平成 31年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領（平成 30年 12月 14日付） 

７．中学校の英語のうち，「話すこと」に関する問題の実施にかかる特例的な措置 

  英語「話すこと」に関する問題は，初めて各学校のコンピュータ教室等の PC端末等を活用し，音声

録音方式で実施するものであり，各学校の ICT環境が様々であることから，平成 31年度に限り，特例

的な措置として，以下のとおり，取り扱うこととする。 

(１)「話すこと」に関する問題については，設置管理者が各学校の ICT環境の整備状況を把握し，各学 

校の状況を十分踏まえた上で，検討し，設置管理者の判断により学校単位で「話すこと」に関する問題 

を実施しないこととすることができる。 

(２)「話すこと」に関する問題の実施状況については，調査実施後に文部科学省において確認の上，実 

施校の全国総数のみを公表する。 

(３)中学校英語調査の結果については，「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の合計を集計する。また，

「話すこと」に関する問題の結果については，全国の平均正答数及び平均正答率を別に集計して「参考 

値」として公表することとし，都道府県別，指定都市別の公表は行わない。 

(４)上記（１）により「話すこと」に関する問題を実施しなかった学校においても，「話すこと」に関

する問題及び調査結果を活用した授業改善が行えるよう，調査実施後すみやかに，調査問題，正答例， 

問題趣旨及び解答類型を公表する。 



（７）集計児童生徒・学校数 

① 集計基準 

児童生徒に対する調査について，平成 31年４月 18日に実施された教科に関する

調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する

児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

 

② 集計児童生徒数 

（小学校第６学年，義務教育学校前期課程第６学年，特別支援学校小学部第６学年） 

 調査対象児童数※1 
4月18日に調査を実施した

児童数※2 

【参考】 

4月18日～4月7日に調査を

実施した児童数 

公立 1,062,730人 1,028,203人 1,036,624人 

国立 6,468人 6,273人 6,322人 

私立 12,663人 6,030人 6,668人 

合計 1,081,861人 1,040,506人 1,049,614人 

 

 

（中学校第３学年，義務教育学校後期課程第３学年， 

中等教育学校前期課程第３学年，特別支援学校中学部第３学年） 

 調査対象生徒数※1 
4月18日に調査を実施した

生徒数※2 

【参考】 

4月18日～5月7日に調査を

実施した生徒数 

公立 1,002,814人 938,888人 943,028人 

国立 10,698人 9,894人 10,384人 

私立 79,068人 28,588人 29,652人 

合計 1,092,580人 977,370人 983,064人 

 

※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒

数，私立は，平成 30年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能

性がある。 

※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で

算出。 
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（７）集計児童生徒・学校数 

① 集計基準 

児童生徒に対する調査について，平成 31年４月 18日に実施された教科に関する

調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する

児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

 

② 集計児童生徒数 

（小学校第６学年，義務教育学校前期課程第６学年，特別支援学校小学部第６学年） 

 調査対象児童数※1 
4月18日に調査を実施した

児童数※2 

【参考】 

4月18日～5月7日に調査を

実施した児童数 

公立 1,062,730人 1,028,203人 1,036,624人 

国立 6,468人 6,273人 6,322人 

私立 12,663人 6,030人 6,668人 

合計 1,081,861人 1,040,506人 1,049,614人 

 

 

（中学校第３学年，義務教育学校後期課程第３学年， 

中等教育学校前期課程第３学年，特別支援学校中学部第３学年） 

 調査対象生徒数※1 
4月18日に調査を実施した

生徒数※2 

【参考】 

4月18日～5月7日に調査を

実施した生徒数 

公立 1,002,814人 938,888人 943,028人 

国立 10,698人 9,894人 10,384人 

私立 79,068人 28,588人 29,652人 

合計 1,092,580人 977,370人 983,064人 

 

※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒

数，私立は，平成 30年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能

性がある。 

※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で

算出。 

 

 

 

 

 

 

 



③ 集計学校数 

（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月18日に調査を

実施した学校数

（実施率％） 

【参考】 

4月19日～5月7日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

4月18日～5月7日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 19,299校 
19,263校 

（99.8％） 
12校 

19,275校 

（99.9％） 

国立 75校 
75校 

（100.0％） 
0校 

75校 

（100.0％） 

私立 226校 
117校 

（51.8％） 
7校 

124校 

（54.9％） 

合計 19,600校 
19,455校 

（99.3％） 
19校 

19,474校 

（99.4％） 

 

 

（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校前期課程，特別支援学校中学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月18日に調査を

実施した学校数

（実施率％） 

【参考】 

4月19日～4月7日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

4月18日～5月7日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 9,572校 
9,513校 

（99.4％） 
32校 

9,545校 

（99.7％） 

国立 80校 
77校 

（96.3％） 
3校 

80校 

（100.0％） 

私立 757校 
360校 

（47.6％） 
10校 

370校 

（48.9％） 

合計 10,409校 
9,950校 

（95.6％） 
45校 

9,995校 

（96.0％） 
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③ 集計学校数 

（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月18日に調査を

実施した学校数

（実施率％） 

【参考】 

4月19日～5月7日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

4月18日～5月7日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 19,299校 
19,263校 

（99.8％） 
12校 

19,275校 

（99.9％） 

国立 75校 
75校 

（100.0％） 
0校 

75校 

（100.0％） 

私立 226校 
117校 

（51.8％） 
7校 

124校 

（54.9％） 

合計 19,600校 
19,455校 

（99.3％） 
19校 

19,474校 

（99.4％） 

 

 

（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校前期課程，特別支援学校中学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月18日に調査を
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（実施率％） 
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に調査を実施し

た学校数 
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4月18日～5月7日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 
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32校 

9,545校 

（99.7％） 

国立 80校 
77校 

（96.3％） 
3校 

80校 

（100.0％） 

私立 757校 
360校 

（47.6％） 
10校 

370校 

（48.9％） 

合計 10,409校 
9,950校 

（95.6％） 
45校 

9,995校 

（96.0％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（８）調査結果の解釈等に関する留意事項 

本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実

施しているが，実施教科が特定の教科のみであることや，必ずしも学習指導要領全体

を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児童生徒が身に付

けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一側面に過ぎない

ことに留意することが必要である。 

本調査の結果においては，国語，算数・数学，英語ごとの平均正答数，平均正答率等

の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中央値，標準偏差等の数

値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評

価することが必要である。また，個々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把

握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげることも重要である。  
 

＜用語説明＞  
語 句  説       明 

平均正答数   児童生徒の正答数の平均。 

平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語，算数・数学，英語ごとの平均正答率は，それぞれの平均正答

数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答

率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。 

中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 

最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 

標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数

値。標準偏差が0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こと

を意味する。 

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1

から１までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほど

負の相関が強いことを表す。 

解答類型 各設問についての正答，予想される解答などの解答状況を分類し整理

したもの。 
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値。標準偏差が０とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ

とを意味する。 

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は， 

－１から１までの範囲の値をとり，１に近いほど正の相関，－１に近

いほど負の相関が強いことを表す。 

解答類型 各設問についての正答，予想される解答などの解答状況を分類し整理
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（１）調査問題の内容，課題等，指導改善のポイント

○調査問題の内容

学習指導要領に示されている「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」，〔伝統的な言語文化

と国語の特質に関する事項〕（３領域１事項）に基づき，全体を視野に入れながら中心的に取り上げるも

のを精選して出題している。なお，中学校第２学年までの内容となるようにしている。

（例）■ 「みんなの短歌」に掲載されている短歌の中から一首を選び，感じたことや考えたことを書く。

■ 話合いの流れを踏まえ，「どうするか決まっていないこと」について自分の考えを書く。

■ 広報誌の一部にある情報を用いて，意見文の下書きに「魅力」の具体例を書き加える。

■ 語の一部を省いた表現についての説明として適切なものを選択する。

○課題等

◇◆ 話合いの話題や方向を捉えることはできているが，それを踏まえて自分の考えをもつことに

課題がある。〔 ２一，三 〕

◇ 書いた文章を読み返し，論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討することはできている。

〔 ３一 〕

◇◆ 自分が伝えたいことについて資料の中から根拠となる情報を取り出して正確に書くことはで

きているが，自分が伝えたいことの根拠として読み手に分かりやすいように書くことに課題が

ある。〔 ３二 〕

◇ 文章に表れているものの見方や考え方について，自分の考えをもつことはできている。〔 １三 〕

◆ 文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをもつことや，文章の

展開に即して情報を整理し，内容を捉えることに課題がある。〔 １一，二 〕

◇ 語の一部を省いた表現について，話や文章の中での適切な活用の仕方を理解することはできて

いる。〔 ４ 〕

◆ 封筒の書き方を理解し，文字の大きさや配列などに注意して書くことに課題がある。〔 １四 〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話すこと・聞くこと
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○指導改善のポイント

○ 目的や場面に応じて話し合い，自分の考えをまとめる指導の工夫

・ 目的や場面に応じて話し合い，自分の考えをまとめる力を身に付けるために，話すことに

関する指導事項及び聞くことに関する指導事項との密接な関連を図って指導する必要がある。

例えば，話し手がある程度まとまった話をし，それを聞いて質疑応答や意見交換をする言語

活動や，互いの思いや考えなどを深めたり広げたりしていく対話や討論などの言語活動を通

して指導することが効果的である。その際，自分の考えが分かりやすく伝わるように，話す

速度や音量，言葉の調子や間の取り方，相手に分かりやすい語句の選択，相手や場に応じた

言葉遣いなどについての知識を生かして話すように指導するとともに，他の人の話を聞きな

がら，必要に応じて質問し，自分の考えとの共通点や相違点を整理するように指導すること

などが大切である。学習指導要領においては，話合いを通じて自他の考えを豊かなものにし

合意形成を目指すことについて，第１学年では話合いを通じて自分の考えをまとめること，

第２学年では話合いを通じて自分の考えを広げること，第３学年では話合いを通じて課題の

解決に向けて互いの考えを生かし合うことを示しており，生徒の実態を踏まえながら意図的・

計画的に指導を重ねることが重要である。

○ 目的や意図に応じて相手に分かりやすく書く指導の工夫

・ 目的や意図に応じて相手に分かりやすく書く力を身に付けるために，第１学年では根拠を明

確にして書くこと，第２学年では相手に効果的に伝わることを意図して，説明や具体例を加え

たり描写を工夫したりして書くこと，第３学年では論理の展開を工夫するとともに資料を適切

に引用するなどして書くことなどについて指導する必要がある。その際，小学校での学習を踏

まえ，自分の考えの根拠として用いる情報が適切であるかどうかについて検討したり，自分の

考えとどのような関係があるのかが分かるように記述したりするように指導することが重要で

ある。

○ 文章の構成や展開を理解し，内容を的確に捉える指導の工夫

・ 文章の構成や展開を理解し，内容を的確に捉える力を身に付けるために，文章の特徴を把

握するとともに，これまでの読書経験や体験などを踏まえ，内容や表現を，想像，分析，比

較，対照，推論などによって相互に関連付けて読むように指導する必要がある。その際，生

徒自身が目的意識をもって文章を読み，必要な情報を整理することができるように指導を工

夫することが重要である。例えば，目的をもって文章を読み，必要な情報を過不足なく取り

出すことができているかということに加え，どのようにすればその情報にたどり着くことが

できるのかについて検討するように指導することも効果的である。

○ 字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解して書く指導の工夫

・ 字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解して書く力を身に付けるために，毛筆を

使用する書写の指導と硬筆を使用する書写の指導との割合を各学校と生徒の実態に即して適切

に設定して指導するとともに，書写の能力を学習や生活に役立てるように指導する必要がある。

例えば，学習ノートに記録したり掲示文などを書いたりする場合，手紙などの通信文を書いた

りする場合などにおいて，形式や内容に留意して書くように指導することなどが考えられる。

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語】 

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

977,270人 7.3問/10問 73.2％ 8.0問 2.4 ９問 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）    学習指導要領の領域等の平均正答率 

 

 

                  

分類 区分 
対象問題数 

（問） 
平均正答率 

（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと  3 70.6 

書くこと  2 82.8 

読むこと  3 72.7 

伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項  2 68.2 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・態度  3 76.8 

話す・聞く能力  3 70.6 

書く能力  2 82.8 

読む能力  3 72.7 

言語についての知識・理解・技能  2 68.2 

問題形式 

選択式  6 74.0 

短答式  1 57.4 

記述式  3   76.8 
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0.0

20.0
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伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項

読
む
こ
と

書くこと 

話
す
こ
と 

・ 

聞
く
こ
と 

分類・区分別集計結果 問題別正答率「棒」・無解答率「折れ線」 

（横軸：問題番号，縦軸：生徒の割合） 
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問題別集計結果 

 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１一
２
ウ

○ ○ ○ ○ 64.6 0.1

１二
１
イ

○ ○ ○ ○ 62.2 0.1

１三
１
オ

○ ○ ○ ○ 91.3 1.6

１四
１
(2)
ア

○ ○ ○ ○ 57.4 5.5

２一
１
オ

○ ○ ○ ○ 80.7 0.2

２二
1
ウ

○ ○ ○ ○ 70.1 0.3

２三
１
オ

○ ○ ○ ○ 60.9 8.7

３一
２
エ

○ ○ ○ ○ 87.6 0.4

３二
１
ウ

○ ○ ○ ○ 78.0 7.7

４

１
(1)
イ
(ｳ)

○ ○ ○ ○ 79.0 1.2

※過年度からの継続的な分析に資するため，参考として設けた。

語の一部を省いた表現についての説明として
適切なものを選択する

語の一部を省いた表現について，
話や文章の中での適切な活用の仕
方を理解する

話合いの流れを踏まえ，「どうするか決まっ
ていないこと」について自分の考えを書く

話合いの話題や方向を捉えて自分
の考えをもつ

意見文の下書きに書き加える言葉として適切
なものを選択する

書いた文章を読み返し，論の展開
にふさわしい語句や文の使い方を
検討する

広報誌の一部にある情報を用いて，意見文の
下書きに「魅力」の具体例を書き加える

伝えたい事柄について，根拠を明
確にして書く

「声の広場」への投稿を封筒で郵送するため
に，投稿先の名前と住所を書く

封筒の書き方を理解して書く

話合いでの発言の役割について説明したもの
として適切なものを選択する

話合いの話題や方向を捉える

話合いでの発言について説明したものとして
適切なものを選択する

相手に分かりやすく伝わる表現に
ついて理解する

「日本の文化の中には，海外でも広く知られ
ているものがあります。……第一回は，弁当
です。」について説明したものとして適切な
ものを選択する

文章の構成や展開，表現の仕方に
ついて，根拠を明確にして自分の
考えをもつ

「海外に広がる弁当の魅力」で述べられてい
る，弁当の魅力として適切なものを選択する

文章の展開に即して情報を整理
し，内容を捉える

「みんなの短歌」に掲載されている短歌の中
から一首を選び，感じたことや考えたことを
書く

文章に表れているものの見方や考
え方について，自分の考えをもつ

評価の観点 問題形式
（参考※）
従来の区分

　
正
答
率

(

％

)
　
無
解
答
率

(

％

)

出題の趣旨問題番号 問題の概要

学習指導要領の領域等
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（５）教育委員会の状況 

 

［国語］ 

   

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 

 

 
 

（６）学校の状況 

 

［国語］ 

 
 

 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 

 

7.3 / 10

教育委員会数
教育委員会の
標準偏差

1,791

教育委員会の
平均正答数

72.6

教育委員会の
中央値
(％)

72.5

教育委員会の
平均正答率

(％)

5.8

○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 

見ると，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。  

○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると， 

全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。 

7.3 / 10

学校数
学校の
標準偏差

9,948

学校の
平均正答数

72.7

学校の
中央値
(％)

73.0

学校の
平均正答率

(％)

8.3
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方

調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，
分析結果と課題，学習指導に当たってなどを記述しています。

解答類型は，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように，設定
する条件等に即して解答を分類，整理したものです。正誤だけではなく，児童生徒一人一人
の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図る際に
活用することができます。

＜正答＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計

と正答率が一致しない場合や合計が100％にならない場合があります。

問題ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，課題の有無
・ 特徴的な解答について，反応率，解答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連 など

解答類型と反応率

分析結果と課題

問題画像

調査問題を縮小して掲載しています。

解答類型ごとの反応率，正答の条件を

示しています。（詳細は下欄参照）

問題ごとの出題の意図，把握しようと

する力などを記述しています。

■学習指導要領における領域・内容

調査対象学年及び他の学年の児童生

徒への学習指導の改善・充実を図る際

に参考となるように，関係する学習指導

要領における領域・内容を示しています。

１．解答類型と反応率

問題ごとに出題の意図，把握しよう

とする力，場面設定などを記述してい

ます。

出題の趣旨

趣旨

‐16‐

（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方

調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，
分析結果と課題，学習指導に当たってなどを記述しています。

解答類型は，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように，設定
する条件等に即して解答を分類，整理したものです。正誤だけではなく，児童生徒一人一人
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と正答率が一致しない場合や合計が100％にならない場合があります。

問題ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，課題の有無
・ 特徴的な解答について，反応率，解答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連 など

解答類型と反応率

分析結果と課題

問題画像

調査問題を縮小して掲載しています。

解答類型ごとの反応率，正答の条件

を示しています。（詳細は下欄参照）

問題ごとの出題の意図，把握しよう

とする力などを記述しています。

■学習指導要領における領域・内容

調査対象学年及び他の学年の児童

生徒への学習指導の改善・充実を図る

際に参考となるように，関係する学習

指導要領における領域・内容を示して

います。

１．解答類型と反応率

問題ごとに出題の意図，把握しよう

とする力，場面設定などを記述してい

ます。

出題の趣旨

趣旨



調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるように，
授業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年８月下旬公表予定）
を作成しますので，本書及び「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。

なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。

本書では，以下の資料については略称を用いています。

資 料 略 称

「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ
「４年間のまとめ【○学校編】」

～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」 （平成24年9月発行）

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「平成○年度【○学校】授業アイディア例」

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」
「言語活動事例集【○学校版】」

（小学校：平成23年10月発行/中学校：平成24年6月発行/高等学校：平成26年2月発行）

※図はイメージです。

学習指導に当たって

２．分析結果と課題

正答率，課題の有無，特徴的な解答

の分析，これまでの調査で見られた課

題との関連などを記述しています。

（詳細は前ページの下欄参照）

調査結果を受け，学習指導の改善・

充実を図る際のポイントを問題ごとに

記述しています。（詳細は下欄参照）

３．学習指導に当たって

著作物からの出題の場合に，出典及

び著作権者などについて示していま

す。また，問題作成に当たって参考と

したものについても示しています。

※出典等
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「言語活動事例集【○学校版】」

（小学校：平成23年10月発行/中学校：平成24年6月発行/高等学校：平成26年2月発行）

※図はイメージです。

学習指導に当たって

２．分析結果と課題

正答率，課題の有無，特徴的な解答

の分析，これまでの調査で見られた課

題との関連などを記述しています。

（詳細は前ページの下欄参照）

調査結果を受け，学習指導の改善・

充実を図る際のポイントを問題ごとに

記述しています。（詳細は下欄参照）

３．学習指導に当たって
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び著作権者などについて示していま

す。また，問題作成に当たって参考と

したものについても示しています。

※出典等
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題

（２）中学校 国語

-19-
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国語１ 情報を読む（新聞）
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出題の趣旨

・ 文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをもつこと

・ 文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉えること

・ 文章に表れているものの見方や考え方について，自分の考えをもつこと

・ 封筒の書き方を理解して書くこと

急速に情報化が進展する社会の中では，目的や意図に応じて様々な情報をより主体的に活用

する力を身に付ける必要がある。そのために，新聞や雑誌など様々な媒体に触れたり，文章の

種類による叙述の特徴を捉えながら読んだりすることが大切である。また，文章の内容や構造

を理解して必要な情報を取り出したり，多様な情報に触れる中で自分が興味のある話題に出合

い，既有の知識や様々な経験と結び付けて自分の考えを広げたりすることも重要である。

本問では，日本の「弁当」に関する記事と，中学生が創作した短歌などが掲載された【全国

中学生新聞】を題材として取り上げた。文章の構成や展開，表現の仕方について考えたり，「海

外に広がる弁当の魅力」で述べられている弁当の魅力を文章の展開に即して捉えたりすること

を求めている。また，中学生が創作した短歌を読み，情景や心情を想像しながら感じたことや

考えたことを書いたり，投稿を封筒で郵送するという設定の下，字形や配列に注意しながら封

筒に名前と住所を書いたりすることを求めている。

なお，設問二は，これまでの全国学力・学習状況調査【中学校】国語において，第１学年「Ｃ

読むこと」(1)イの「文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目

的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。」に係る出題について，文章の展開

に即して複数の情報を整理し，内容を捉えることなどに課題が見られたことを踏まえて出題し

たものである。設問四は，平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ７五（正答率

74.2％）において，はがきの書き方を理解して書くことに課題が見られたことを踏まえて出題

したものである。
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■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

ア 詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

イ 説明や評論などの文章を読み，内容や表現の仕方について自分の考えを述べること。

設問一

趣旨

文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをもつことができ

るかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめること。

《自分の考えの形成》

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 一 １ １と解答しているもの 19.0

２ ２と解答しているもの 64.6 ◎

３ ３と解答しているもの 7.5

４ ４と解答しているもの 8.7

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 0.1

２．分析結果と課題
○ 解答類型１，４の反応率の合計は27.7％である。このように解答した生徒は，文章の構成

や展開，表現の仕方を分析的に捉え，そのような表現をした書き手の目的や意図を考えたり，

その効果について考えたりすることに課題がある。「日本の文化の例」が「複数」示され

ていることや，「外国語の辞書に載っている言葉」が示されていることを捉えることはでき

ているが，これは「今後の掲載の見通しをもつことができるように」するためのものである

ことなどが理解できていないものと考えられる。

○ 解答類型３について，このように解答した生徒は，「日本の文化の中には，海外でも広く

知られているものがあります。……第一回は，弁当です。」に書かれている内容を的確に捉

えたり，この部分と文章全体との関係を考えたりすることに課題がある。一般的には，新聞

記事の冒頭に要約を示す書き方もあるが，「〈シリーズ〉再発見！ 日本の文化」，「本シリー

ズでは，この五つの日本の文化を取り上げ，五回にわたって，その魅力を紹介していきます。」

などに着目すると，この部分は記事の要約ではなくシリーズの見通しを示したものであるこ

とが分かる。文章の構成や展開，表現の仕方について自分の考えをもつためには，部分的な

叙述だけでなく，文章全体を読んだ上で考える必要がある。
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３．学習指導に当たって
文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめる

説明，解説，論説などの説明的な文章を読む際には，文章の構成や展開を捉えたり，簡潔な

述べ方や丁寧な述べ方，断定的な述べ方や婉曲な述べ方，さらに中心的な部分と付加的な部分
えん

との関係や事実と意見との関係などの文章の表現の仕方について考えたりすることが大切であ

る。文章の構成や展開，表現の仕方について自分の考えをまとめる際には，自分の考えを支え

る根拠となる段落や部分などを挙げるように指導する必要がある。その際，文章の構成や展開，

表現の仕方について分析するだけではなく，そのような表現をした書き手の目的や意図を考え

たり，その効果について考えたりするように指導することが重要である。

指導に当たっては，平成26年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業ア

イディア例「表現の技法を用いて，読書についての標語を作る」,平成28年度全国学力・学習

状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業アイディア例「係の活動への協力を呼びかけるちら

しを作る」，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向け

て～【中学校版】」国語－４「文章と図表との関係を読み解こう」，国語－９「子育てに関する

情報を比べてみよう」，国語－13「『部活動新聞』を作ろう」も参考になる。

（参照）

「平成26年度【中学校】授業アイディア例」P.９～P.10

「平成28年度【中学校】授業アイディア例」P.５～P.６

「言語活動事例集【中学校版】」P.25～P.26，P.35～P.36，P.43～P.44

設問二

趣旨

文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応

じて要約したり要旨をとらえたりすること。 《文章の解釈》

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 二 １ ２，５と解答しているもの 62.2 ◎

２ 一つまたは複数選択する中で，２だけ正しく解答しているもの 12.6

３ 一つまたは複数選択する中で，５だけ正しく解答しているもの 2.9

99 上記以外の解答 22.2

０ 無解答 0.1
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２．分析結果と課題
○ 解答類型２は，選択肢２を選ぶことはできているが，選択肢５を選ぶことができていない

ものである。このように解答した生徒は，第二段落の「いろいろな料理が詰められているこ

と」が，具体的には「主食，主菜，副菜などが収まって」いる状態であり，それによって，

「栄養バランスのよい食事をとることができる」という弁当の魅力を捉えることはできてい

るが，第三段落の「様々なデザインの弁当箱を好みに応じて選べること」も「弁当の魅力の

一つ」であることを捉えることができていないものと考えられる。ここでは，「海外に広が

る弁当の魅力」についての文章全体を読んだ上で，複数の弁当の魅力を的確に捉える必要が

ある。

○ 解答類型２，３，99の中で，選択肢１を選んだ生徒は，全体の5.7％である。このように

解答した生徒は，第五段落の「インターネットを利用して」などの部分的な表現を捉えるこ

とはできているが，「インターネットを利用して，弁当の作り方や詰め方について交流する

人が増えてい」るという内容を捉えることができていないものと考えられる。

選択肢３を選んだ生徒は，全体の15.5％である。このように解答した生徒は，第一段落の

「ボックスランチ」，「カスクルート」，「戸外に持ち出して食べる」などの部分的な表現を捉

えることはできているが，「アメリカのボックスランチやフランスのカスクルートなど，日

本の弁当のように戸外に持ち出して食べることのできる食事」という内容を捉えることがで

きていないものと考えられる。

選択肢４を選んだ生徒は，全体の14.9％である。このように解答した生徒は，第二段落の

「いろいろな料理が詰められている」などの部分的な表現を捉えることはできているが，第

四段落の「『曲げわっぱ』という木製の弁当箱は，木が湿気を吸うので料理が腐りにくく，

食べ物の風味が保たれる」という内容を捉えることができていないものと考えられる。

○ 解答類型99の中で，「２と３と５」と解答した生徒は，全体の8.1％，「２と４と５」と解

答した生徒は，全体の7.4％である。
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３．学習指導に当たって
文章の展開に即して情報を整理し，内容を的確に理解する

説明，解説，論説などの説明的な文章を読む際には，文章の構成や展開を捉え，内容を的確

に理解するように指導することが大切である。その際，生徒自身が目的意識をもって文章を読

み，必要な情報を整理することができるように指導を工夫することが重要である。具体的には，

第１学年「Ⅽ 読むこと」(2)イの「文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記録の文

章を読むこと。」，第２学年「Ⅽ 読むこと」(2)イの「説明や評論などの文章を読み，内容や

表現の仕方について自分の考えを述べること。」，第３学年「Ⅽ 読むこと」(2)イの「論説や

報道などに盛り込まれた情報を比較して読むこと。」などの言語活動を通して指導することが

効果的である。

例えば，目的をもって文章を読み，必要な情報を過不足なく取り出すことができているかと

いうことに加え，どのようにすればその情報にたどり着くことができるのかについて検討する

などの学習活動が考えられる。その際，小学校での学習を踏まえ，目的に応じて，中心となる

語や文を捉えて段落相互の関係や事実と意見との関係を考えて読むように指導することも大切

である。

指導に当たっては，平成23年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２一，三に係る授

業アイディア例「文章の内容を『Ｑ＆Ａ集』の形式で紹介する。」，平成24年度全国学力・学習

状況調査【中学校】国語Ａ６一に係る授業アイディア例「文章の展開に即して内容を捉えるこ

とができるようにする。」，平成30年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授

業アイディア例「目的に応じて説明的な文章を読む」も参考になる。

（参照）

「平成23年度【中学校】授業アイディア例」P.３～P.４

「４年間のまとめ【中学校編】」P.96～P.97

「平成24年度【中学校】報告書」P.148

「平成30年度【中学校】授業アイディア例」P.５～P.６

設問三

趣旨

文章に表れているものの見方や考え方について，自分の考えをもつことができるかどう

かをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

オ 文章に表れているものの見方や考え方をとらえ，自分のものの見方や考え方を広くする

こと。 《自分の考えの形成》
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 内山さんの短歌，森川さんの短歌，松田さんの短歌の中からいずれ

か一首を選んで，その記号を塗り潰している。

② 選んだ短歌の中の言葉を適切に取り上げて，想像できる情景や心情を

書いている。

③ ②で想像した内容について，感じたことや考えたことを具体的に書

いている。

（正答例）

・Ａ

「新しい」と「背筋伸ばして始まりを待つ」という表現から，新年

度の最初の授業の始まりを，期待と不安とが混ざった気持ちで待って

いる様子が想像できます。新年度を迎えると，皆気持ちを引き締めた

り決意を新たにしたりするものです。

・Ｂ

「玄関の鏡の前」という言葉から，家を出る前の様子であることが

想像できる。また，「もう一度」という言葉から，何度も服装などを整

えて，気持ちよく登校したいと思っていることが感じられる。私も登

校する前に毎朝鏡を見るので，この短歌の登場人物の身だしなみを気

にする気持ちがよく分かる。

・Ｃ

「春風がいつもの道を駆け抜ける」から，暖かな春の風が吹く通学

路の情景が思い浮かびます。「駆け抜ける」という擬人法を用いた表現

が，その情景を生き生きとしたものにしています。

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 91.3 ◎

２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 2.0

３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 1.5

99 上記以外の解答 3.5

０ 無解答 1.6
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２．分析結果と課題
○ 解答類型１について，具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・Ａ

「新しい」と「背筋伸ばして始まりを待つ」から，中学生になって胸をどきどき

させながら授業が始まるのを待っている様子が目に浮かびます。これから始まる中

学校生活に胸を躍らせながら受けた最初の授業のことは，中学校三年生になった今

でも覚えています。

・Ｂ

森川さんの短歌では，「玄関の鏡の前」と言っているので，学校へ行く準備を全

て終え，家を出る直前の様子であることが分かります。「前髪笑顔ボタン笑顔と」

から，今日も一日頑張るぞという思いを読み取ることができます。私も，朝学校に

行く前に森川さんのように鏡を見て気持ちを引き締めることがあります。

・Ｃ

「春風」，「駆け抜ける」という表現から，春風が人々の間を勢いよく吹き抜けた

り，人々を後ろから押したりしている情景が想像できる。私は，この情景から春風

に押されている人々は，よい気分になって学校や職場に行くのだろうと思い，うれ

しい気持ちになった。

このように解答した生徒は，選んだ短歌の中の言葉を適切に取り上げ，その言葉から想像

できることと，下線部のように，想像した内容について自分なりに感じたことや考えたこと

を書くことができている。いずれも，自分が短歌の中のどの言葉に着目したのかが分かるよ

うに示しながら，想像できる情景や心情を書いた上で，自分の体験と関連付けるなどして感

じたことや考えたことをまとめている。指導に当たっては，同じ短歌を選んだ生徒同士でグ

ループを作り，書いたものを互いに読み合い，どの表現からどのようなことを想像したのか

や，どのようなことを感じたり考えたりしたのかについて交流し，それを基にして自分の考

えを更に広げたり深めたりするように促すことなどが考えられる。
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３．学習指導に当たって
文章に表れているものの見方や考え方について自分の考えをもつ

文学的な文章を読む際には，文章に表れているものの見方や考え方を捉え，自分のものの見

方や考え方をもつように指導することが引き続き大切である。その際，書き手のものの見方や

考え方に共感すること，疑問をもつこと，批判することなどを通して，新たなものの見方や考

え方を発見したり，様々な視点から物事について考えられるようになったりするなど，読み手

としてのものの見方や考え方を更に広げていくように指導することが重要である。また，文章

に示されている書き手のものの見方や考え方を自分の考えと対比したり置き換えたりして，読

み手が自分の問題として捉えることができるように指導することも重要である。

例えば，短歌を読み，互いの考えを交流するなどの学習活動が考えられる。その際，それぞ

れがどの表現に着目しているのかを明確に示した上で，同じ表現に着目して同じような考えを

もっている，同じ表現に着目して異なる考えをもっている，異なる表現に着目して同じような

考えをもっている，異なる表現に着目して異なる考えをもっていることなどに留意して交流し，

それぞれの考えを広げたり深めたりするように指導することが効果的である。このように，他

人とものの見方や感じ方に違いがあることを学んだり，新しい発見をしたりするなど，考えの

広がりや深まりを生む授業を展開することも大切である。

指導に当たっては，平成23年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ３三に係る授業アイ

ディア例「これから読みたい本のブックリストを作成し，本を読む。」，平成25年度全国学力・

学習状況調査【中学校】国語Ｂ２三に係る授業アイディア例「星新一の作品を読んで，感想交

流会を開こう」，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向

けて～【中学校版】」国語－３「『蜘蛛の糸』を朗読しよう」，国語－８「登場人物のその後の

生き方を考える（『夏の葬列』）」，平成29年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８二「文

章に表れているものの見方や考え方について，交流を通して自分の考えを広くすることができ

るかどうかをみる。」も参考になる。

（参照）

「平成23年度【中学校】授業アイディア例」P.５～P.６

「４年間のまとめ【中学校編】」P.98～P.99

「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.11～P.12

「言語活動事例集【中学校版】」P.23～P.24，P.33～P.34

設問四

趣旨

封筒の書き方を理解して書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(2)

ア 字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解して，楷書で書くこと。
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 投稿先の名前と住所の正しい内容を楷書で書いている。

② 投稿先の名前に敬称を適切に付けて封筒の中央に書き，住所を封筒

の右側に書いている。

③ 投稿先の名前を住所より大きく書いている。

④ 縦書きで書いている。

（正答例）

１ 条件①，②，③，④を満たして解答しているもの 15.6 ◎

＊ 投稿先の名前について，「係」を省略して解答しているものも

正答とする。また，投稿先の住所について，「千代田区」まで省

略して解答しているものも正答とする。

東
京
都
千
代
田
区
中
央
三

全
国
中
学
生
新
聞
「
声
の
広
場
」
係

御
中
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２ 条件①，②，④を満たして解答しているもの 39.1 ○

（例）

３ 条件①，④を満たし，条件②について，投稿先の名前や住所を書く 2.8 ○

位置が大きく偏っているもの

（例）

４ 条件②，④を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 16.7

99 上記以外の解答 20.5

０ 無解答 5.5

東
京
都
千
代
田
区
中
央
三

全
国
中
学
生
新
聞
「
声
の
広
場
」
係

御
中

東
京
都
千
代
田
区
中
央
三

全
国
中
学
生
新
聞
「
声
の
広
場
」
係

御
中
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２．分析結果と課題
○ 平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ７五では，相手の名前と住所，自分

の名前と住所の位置を逆に書くなどの誤答が見られた。これを踏まえて，封筒の書き方を理

解して書く問題を出題したところ，正答率は57.4％（解答類型１ 15.6％，解答類型２ 39.1％，

解答類型３ 2.8％）であったことから，依然として課題があると考えられる。

（参考）

平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ７五の分析結果と課題は次のとおり

である。

○ 解答類型２については，「投稿先の名前を住所より大きく書いている。」という条件を満た

していないものである。指導に当たっては，硬筆を使用する書写の学習において，相手の名

前は敬称を付けて中央に大きく書き，住所は右側に名前よりやや小さく書くなど，紙面全体

に対してそれぞれの文字の大きさや書くべき位置を考えて調和的に割り当てることに留意す

るように促すことなどが考えられる。

分析結果と課題

○ 本設問は，はがきの表書きを書くものである。正答率は74.2％である。

○ 誤答についてみると，解答類型９の反応率が17.9％である。具体的な例としては，以下の

ようなものがある。

（誤答例）

このように解答した生徒は，問題に示されている情報をはがきの表書きの書き方に当ては

めて書くことができていない。
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○ 解答類型４について，具体的な例としては，投稿先の名前や住所を書く際に，誤字や脱字

のあるもののほか，以下のようなものがある。

（例）

このように解答した生徒は，投稿先の住所にＦＡＸ番号やメールアドレスなどを含めて書

いている。

○ 解答類型99について，具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

このように解答した生徒は，投稿先の名前と住所の位置を逆に書いている。

東
京
都
千
代
田
区
中
央
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
０
０
‐
１
２
３
‐
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

メ
ー
ル

z
en
ko
k
u@
xx
x
.x

x
.x
x

全
国
中
学
生
新
聞
「
声
の
広
場
」
係

御
中

全
国
中
学
生
新
聞
「
声
の
広
場
」
係

御
中

東
京
都
千
代
田
区
中
央
三
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（例）

このように解答した生徒は，投稿先の名前に敬称を付けないで書いたり，敬称を誤った位

置に付けて書いたりしている。

東
京
都
千
代
田
区
中
央
三

御
中

全
国
中
学
生
新
聞
「
声
の
広
場
」
係

東
京
都
千
代
田
区
中
央
三

全
国
中
学
生
新
聞
「
声
の
広
場
」
係
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３．学習指導に当たって
手紙の基本的な形式を理解し，文字の大きさや配列に注意して書く

手紙の基本的な形式に基づき，文字の大きさや配列に注意するなどして丁寧に読みやすく書

くように指導することは，社会生活に役立つ書写の能力を育むために重要である。その際，相

手の名前を他の文字より大きく書くことなど，手紙の形式に込められた相手への敬意について

も考えさせることが大切である。

例えば，第１学年「Ｂ 書くこと」(2)ウの「行事等の案内や報告をする文章を書くこと。」，

第２学年「Ｂ 書くこと」(2)ウの「社会生活に必要な手紙を書くこと。」などの言語活動を通

した学習や，総合的な学習の時間における学習との関連を図って指導することが考えられる。

手紙の種類としては，近況を伝える手紙，何かを依頼する手紙，お礼の気持ちを伝える手紙な

どがある。手紙を書く相手を具体的に定め，郵便等を通じて実際に手紙のやり取りを行わせる

ことも効果的である。その際，表書きの宛て名や住所などを正しく書くことや,後付けにおけ

る署名と宛て名の位置関係といった基本的な形式を押さえることなど，小学校での学習を想起

するように指導することも大切である。

なお，日常の生活においても，意識的に書写の学習の成果を生かすように指導する必要があ

る。例えば，メモやノート，届け出の書類，願書，会議録，ポスターや掲示物といった様々な

書式に合わせて，適切な字形や書体で書くなど，書写の能力を広く生活に役立てようとするよ

うな態度を育てることが大切である。また，書写の学習で培った文字を書くことに対する意識

を，学校における他の教科等においても積極的に発揮し，日常の文字を正しく整えて書くこと

ができるようにすることも重要である。

指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育

成に向けて～【中学校版】」国語－２「学校からの『お知らせ』を書き換えよう」，国語－７「心

に届けたい言葉を添えて年賀状を書く」も参考になる。

（参照）

「言語活動事例集【中学校版】」P.21～P.22，P.31～P.32

※出典等

【全国中学生新聞】は，事業構想大学院大学出版部「ニッポン流，ＢＥＮＴＯスタイル」（『月

刊事業構想 ２月号』2015年２月 事業構想大学院大学出版部），ジョエル・ロブション『ジョ

エル・ロブションのおいしいおべんとう』（2015年４月 ＡＴパブリケーション），やまだよう

こ「ものづくりをもの語る」（『こころが育つ環境をつくる 発達心理学からの提言』2014年３

月 新曜社），公益財団法人ニッポンドットコムウェブページなどを参考にした。
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国語２ 話合いをする（文化祭）
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出題の趣旨

・ 話合いの話題や方向を捉えること

・ 相手に分かりやすく伝わる表現について理解すること

・ 話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつこと

話合いは，情報の交換や意見の調整を通して新たな価値を創造したり，一定の合意を形成し

て物事を決めたりすることを目的として行われる。そのため，話合いをする際には，話合いの

話題や方向を捉えて的確に話したり，相手の発言を注意して聞いたりしながら，常に自分の考

えと比較し，考えをまとめていく必要がある。その際，相手の理解の状況を踏まえ，分かりや

すく伝わるように表現を工夫して話すことも大切である。

本問では，地域とのつながりを大切にした文化祭にするために，生徒が取り組むことについ

て話し合っている場面を設定した。話合いの話題や方向を捉えたり，話合いの参加者に分かり

やすく伝わる表現について考えたりするとともに，提案された内容で未解決の部分に気付き，

それを解決する具体的な自分の考えを適切に表現することを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 日常生活の中の話題について対話や討論などを行うこと。

設問一

趣旨

話合いの話題や方向を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

オ 話合いの話題や方向をとらえて的確に話したり，相手の発言を注意して聞いたりして，

自分の考えをまとめること。 《話し合うこと》

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 一 １ １と解答しているもの 5.5

２ ２と解答しているもの 6.1

３ ３と解答しているもの 7.5

４ ４と解答しているもの 80.7 ◎

99 上記以外の解答 0.0

０ 無解答 0.2
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２．分析結果と課題
○ 解答類型１～３の反応率の合計は19.1％である。このように解答した生徒は，山下さんの

「『生徒会が地域で行っていることについての展示』は，この二つにします。」という発言が，

これまでの話合いの結論を示し，「次は，『展示や発表を見に来てくださる方への配慮』につ

いて考えましょう。」という発言が，これから話し合う内容を明らかにする役割を果たして

いることが理解できていないものと考えられる。

また，選択肢１～３のそれぞれの内容は，話合いを効果的に進めるために必要なものであ

るが，具体的にどのような場面でのどのような発言を指すのかが理解できていないものとも

考えられる。選択肢１については，話合いが停滞している場面などにおいて，話合いを進展

させるためにこのような役割を果たす発言をすることがある。選択肢２については，様々な

意見や疑問が整理されずに話合いが進められている場面などにおいて，目的に沿った話合い

にするためにこのような役割を果たす発言をすることがある。選択肢３については，話合い

の仕方を相互に評価し合う場面などにおいて，話合いを効果的に進めるためにこのような役

割を果たす発言をすることがある。指導に当たっては，話合いの中で，目的や場面に応じて

各選択肢で示したような役割を果たす発言を意識するように促すことも考えられる。

３．学習指導に当たって
参加者全員が話合いの話題や方向を捉えて話し合う

話合いをする際には，誰と何について話し合うのか，何のために話し合うのかを理解し，今

は何について話し合っているのかを捉え，それに応じて話すように指導することが引き続き大

切である。

例えば，一定の合意を形成して物事を決めることを目的とした話合いを行うなどの学習活動

が考えられる。その際，話合いの流れを捉えるために，話の要点を各自でメモしたり，移動黒

板などを用いて話合いの過程を記録したりするなどの工夫について考えるように指導すること

も効果的である。

なお，国語科で育成するこのような言語能力については，各教科等における話合いを取り入

れた言語活動の更なる充実に資するものとなるよう，教科等横断的な視点から教育課程の編成

を図ることも大切である。

指導に当たっては，平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業ア

イディア例「対談を読んで考えたことを基に座談会を行う。」，平成25年度全国学力・学習状況

調査【中学校】国語Ａ１二に係る授業アイディア例「話合いの動画を見ながら，司会の役割を

話し合う」も参考になる。

（参照）

「平成24年度【中学校】授業アイディア例」P.３～P.４

「平成24年度【中学校】報告書」P.188～P.189

「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.７
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設問二

趣旨

相手に分かりやすく伝わる表現について理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 話す速度や音量，言葉の調子や間の取り方，相手に分かりやすい語句の選択，相手や

場に応じた言葉遣いなどについての知識を生かして話すこと。 《話すこと》

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 二 １ １と解答しているもの 70.1 ◎

２ ２と解答しているもの 8.7

３ ３と解答しているもの 17.8

４ ４と解答しているもの 3.0

99 上記以外の解答 0.0

０ 無解答 0.3

２．分析結果と課題
○ 解答類型２～４の反応率の合計は29.5％である。このように解答した生徒は，倉田さんの

発言が，直前の西野さんの発言を受けて自分の考えを述べたものであることを捉えることが

できていないものと考えられる。倉田さんは，西野さんの提案に対する自分の立場を明らか

にした後，西野さんの発言の一部を具体的に言い換えながら自分の考えの理由を添えて発言

している。また，解答類型３の生徒は，倉田さんの発言が，「それに，例年，展示や発表の

場所が校内に点在しているので，見て回る経路の例を示した紙を配るとよいと思います。」

という西野さんの発言の要旨をまとめたものであると捉えたものと考えられる。
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３．学習指導に当たって
相手に分かりやすく伝わる表現を用いて話す

自分の考えを分かりやすく相手に伝えるためには，話合いの話題や方向を捉えた上で，話題

に対する自分の立場や考えを明確にするとともに，そのような立場や考えであることの理由に

ついて話すように指導することが大切である。その際，話合いの参加者の興味・関心，情報量

などを考慮しながら，相手の発言を具体的に言い換えたり，他者同士の発言を結び付けて話し

たりするように指導することも重要である。

例えば，本設問においては，倉田さんは「校内に点在している」という西野さんの発言を受

け，その内容を参加者全員が確認できるように「美術室や体育館など校内のあちこちにある」

と具体的に言い換えて話している。相手の発言を具体的に言い換えることについては，相手の

発言を自分がどのように受け止めているかを示したり，参加者全員の理解を促したりするなど

の働きがあることを生徒自身が実感できるように指導することが大切である。

指導に当たっては，平成29年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ７一に係る授業ア

イディア例「名インタビュアーになろう」，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判

断力，表現力等の育成に向けて～【中学校版】」国語－１「『体験入部』の報告をしよう」も参

考になる。

（参照）

「平成29年度【中学校】授業アイディア例」P.３

「言語活動事例集【中学校版】」P.19～P.20

設問三

趣旨

話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

オ 話合いの話題や方向をとらえて的確に話したり，相手の発言を注意して聞いたりして，

自分の考えをまとめること。 《話し合うこと》

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 話合いの流れを踏まえ，「どうするか決まっていないこと」とは何か

を明確にして書いている。

② ①で示した「どうするか決まっていないこと」を解決する具体的な

案を書いている。

③ 実際に話すように書いている。
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（正答例）

・ 校内にある「土足禁止」という掲示物の表現をどのように直すのか

についてです。私は，文化祭に来てくださる方に対しては，「ここで靴

を脱いでお上がりください。」のように直すとよいと思います。皆さん

はどう思いますか。

・ 「土足禁止」という表現をどのように直すのかについては，「土足の

まま上がることは禁止しています。」とするのがよいと思います。

・ 校内にある「土足禁止」という掲示物の表現をどのように直すのか

が決まっていません。「禁止」を言い換えた言葉を一人ずつ挙げてみま

せんか。

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 60.9 ◎

２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 0.0

３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 9.3

４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 0.6

99 上記以外の解答 20.4

０ 無解答 8.7

２．分析結果と課題
○ 解答類型３について，具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ 「土足禁止」という掲示物の表現についてまだ話し合っていません。

・ 「土足禁止」という表現の修正について，具体的な案がまだ出されていません。

このように解答した生徒は，話合いの流れを踏まえて「どうするか決まっていないこと」

とは何かを指摘することはできているが，それを解決する具体的な案を示すことができてい

ない。ここでは，「土足禁止」という掲示物の表現について，「展示や発表を見に来てくださ

る方に対する言葉の使い方としては，ふさわしくない」という西野さんの発言や，「どのよ

うな表現に直すのかについては，話し合わないといけません」という山下さんの発言を踏ま

え，どのような課題があるのかを明確にした上で，それを解決する具体的な案を示す必要が

ある。

○ 解答類型99について，具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ 「段差に気を付けてください。」という掲示物の表現をどうするのかをまだ決め

ていません。

・ 具体的な経路の例についても考えましょう。

このように解答した生徒は，話合いの話題や方向を適切に捉えることができていない。既

に結論の出ている「段差への注意を促す掲示物」や，「展示や発表の場所が決まってから検

討」することになった「具体的な経路の例」について，今この場で話し合う必要があると捉

えているものと考えられる。
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３．学習指導に当たって
話合いの話題や方向を捉え，自分の考えをもつ

話合いをする際には，話題や方向を的確に捉え，自分の考えをもちながら参加するように指

導することが大切である。その際，必要に応じて話合いの話題について確認したり，話合いの

経過を捉えたりすることができるように指導することも重要である。

例えば，小学校での学習を踏まえ，司会の進め方や話合いの記録の仕方などを確認した上で，

実際に記録を取りながら話合いを行うなどの学習活動が考えられる。その際，話合いの途中で，

それぞれの発言の仕方について留意すべき点を確認したり，目指している到達点に向けて取り

上げる話題をどのように絞り込めばよいかについて考えたりするなど，話合いの仕方を見直し

ながら進めるように指導することも効果的である。

指導に当たっては，平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業ア

イディア例「対談を読んで考えたことを基に座談会を行う。」，平成25年度全国学力・学習状況

調査【中学校】国語Ａ１二に係る授業アイディア例「話合いの動画を見ながら，司会の役割を

話し合う」も参考になる。

（参照）

「平成24年度【中学校】授業アイディア例」P.３～P.４

「平成24年度【中学校】報告書」P.188～P.189

「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.７
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国語３ 意見文を書く（地域の店）
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出題の趣旨

・ 書いた文章を読み返し，論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討すること

・ 伝えたい事柄について，根拠を明確にして書くこと

意見文を書く際には，自分の考えの根拠を明確にして書く必要がある。また，説得力のある

文章にするためには，自分の考えを支える根拠として，複数の実例やデータなどを示すことが

大切である。記述に当たっては，接続語の使用や段落構成の工夫などによって，読み手に対し

て，どの部分が根拠であるかが明確になるような表現上の工夫をしたり，読み手に分かりやす

い説明を加えたりすることも重要である。

本問では，意見文の下書きを書く場面を設定した。より分かりやすい文章にするために論の

展開にふさわしい言葉を書き加えたり，説得力のある意見文にするために集めた資料を基にし

て根拠を補ったりすることを求めている。

なお，設問二は，「４年間のまとめ【中学校編】」において，文章や資料から必要な情報を取

り出し，伝えたい事柄や根拠を明確にして自分の考えを書くことに課題があると分析している

こと，及び平成28年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ｂ２二(1)・(2)（正答率

51.5％・64.4％）において，目的や意図に応じて，グラフや表を基に，自分の考えを書くこと

に課題が見られたことを踏まえて出題したものである。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

イ 多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くこと。

設問一

趣旨

書いた文章を読み返し，論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討することができ

るかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

エ 書いた文章を読み返し，語句や文の使い方，段落相互の関係などに注意して，読みや

すく分かりやすい文章にすること。 《推敲》

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 一 １ １と解答しているもの 1.8

２ ２と解答しているもの 3.3

３ ３と解答しているもの 87.6 ◎

４ ４と解答しているもの 6.8

99 上記以外の解答 0.0

０ 無解答 0.4
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２．分析結果と課題
○ 解答類型１，２，４の反応率の合計は11.9％である。このように解答した生徒は，第一段

落の前半では，インターネットの便利さについて述べ，第二段落では，地域の店が必要であ

ることを述べており，これらの内容をつなぐために，「しかし，皆が買い物の多くをインター

ネットで済ませるようになったら，地域の店はいったいどうなってしまうのだろうか。」と

いう一文があることなど，文章の構成や展開が理解できていないものと考えられる。

解答類型１，２の生徒は，「たとえ我が家がインターネットを利用しても」，「たとえ我が

家が地域の店を利用しなくても」の意味や前後の内容とのつながりが理解できていないもの

とも考えられる。また，解答類型４の生徒は，「いくら地域の店が便利でも」の意味や前後

の内容とのつながりが理解できていないものとも考えられる。

３．学習指導に当たって
伝えたい事柄が読み手に分かりやすく伝わる表現になっているかどうかを検討する

目的や意図に応じて，読みやすく分かりやすい文章にするためには，事実や事柄，意見や心

情が読み手に効果的に伝わるように説明や具体例を加えたり，表現しようとする内容に最もふ

さわしい語句を選んだりすることなどに留意して書くように指導することが引き続き大切であ

る。また，読み手が文章を読む意図や目的を意識して推敲したり，書いた文章を互いに読み合

い，題材の捉え方や材料の用い方，根拠の明確さなどについて意見を述べるなど，観点を明確

にして交流したりすることも重要である。

例えば，目的に応じて意見を述べる文章を書くとともに，書いた文章を読み返し，表記や語

句の用法，叙述の仕方を確かめるなどの学習活動が考えられる。その際，第１学年〔伝統的な

言語文化と国語の特質に関する事項〕(1)の「イ 言葉の特徴やきまりに関する事項」(ｳ)との

関連を図り，事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めることができるように指導

することや，第１学年〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕(1)の「イ 言葉の特

徴やきまりに関する事項」(ｴ)との関連を図り，それぞれの単語のもつ文法的な役割とともに，

それぞれの品詞が文のどのような成分になるかなどについて理解を深めることができるように

指導することも有効である。

設問二

趣旨

伝えたい事柄について，根拠を明確にして書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。

《記述》
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 【広報誌の一部】にある情報を地域の店の「魅力」の具体例として

用いて，【広報誌の一部】を見ていない人にも分かるように正確に書い

ている。

② 「また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート『利用者が感じ

る地域の店の魅力』の結果からも分かることがある。例えば，」に適切

に続くように書いている。

（正答例）

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じ

る地域の店の魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）回答者

全体の七十二パーセントが挙げている「必要なものが近所で手に入る」

ことも地域の店の魅力だ。（解答類型１）

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じ

る地域の店の魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）「顔な

じみの店員がいて安心できる」という意見が三十五パーセントある。

インターネットでの買い物とは異なり，店員と直接顔を合わせたり会

話をしたりしながら買い物を楽しめることも，地域の店の大きな魅力

であると考えられる。（解答類型２）

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じ

る地域の店の魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）約三割

の人が「高齢者への配慮がある」と感じており，超高齢社会を支える

大切な役割が地域の店にあるのだと思う。（解答類型２）

１ 条件①，②を満たして解答しているもの 18.3 ◎

２ 条件①，②を満たし，かつ条件①で用いている情報を基に，自分の 59.7 ◎

考えを加えて解答しているもの

３ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 1.3

４ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 12.1

99 上記以外の解答 0.9

０ 無解答 7.7
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２．分析結果と課題
○ 平成28年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ｂ２二(1)・(2)では，「目的や意図に

応じて，グラフや表を基に，自分の考えを書くことができるかどうかをみる」問題（正答率

(1)51.5％，(2)64.4％）に課題が見られた。具体的には，グラフや表の中から必要な情報を

取り出すことはできているが，自分が伝えたいこととの関係を考えて書くことができていな

いものなどが多く見られた。また，「４年間のまとめ【中学校編】」においては，文章や資料

から必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を明確にして自分の考えを書くことに課題

があると指摘している。

本設問は，上記の課題を踏まえて出題したものである。正答率は，78.0％（解答類型１

18.3％，解答類型２ 59.7％）であった。今回の調査を見る限り，本設問の【広報誌の一部】

のように，根拠として用いる情報がある程度限定された場合であれば，自分が伝えたいことに

ついて，資料の中から根拠となる情報を取り出して正確に書くことができる（解答類型１，２）

と考えられる。しかし，取り出した情報を基に自分の考えを加えて書く（解答類型２）など，

自分が伝えたいことの根拠として読み手に分かりやすいように書くことについては課題があ

ると考えられる。

○ 解答類型１について，具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じる地域の店の

魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）「顔なじみの店員がいて安心でき

る」が三十五パーセント，「高齢者への配慮がある」が二十九パーセントだった。

このような魅力もあることが分かった。

このように解答した生徒は，【広報誌の一部】にある情報を地域の店の「魅力」の具体例

として用いて，【広報誌の一部】を見ていない人にも分かるように正確に書くことができて

いる。ただし，次の下線部のように，取り出した情報を基に自分の考えを加えて書いたもの

と比較し，どちらがより分かりやすいかを検討するように指導することも考えられる。

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じる地域の店の

魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）「顔なじみの店員がいて安心でき

る」が三十五パーセント，「高齢者への配慮がある」が二十九パーセントだった。

インターネットの買い物では得られない，人との直接の関わりによる満足感も，地

域の店の魅力だと考えられる。

なお，本設問で「書き出し」として示した「また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケー

ト『利用者が感じる地域の店の魅力』の結果からも分かることがある。」については，根拠

として用いる情報の出典の示し方を例示したものである。指導に当たっては，この部分も含

めて，どのように書くと読み手に分かりやすいのかを検討するように促すことも考えられる。
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２．分析結果と課題
○ 平成28年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ｂ２二(1)・(2)では，「目的や意図に

応じて，グラフや表を基に，自分の考えを書くことができるかどうかをみる」問題（正答率

(1) 51.5％，(2) 64.4％）に課題が見られた。具体的には，グラフや表の中から必要な情

報を取り出すことはできているが，自分が伝えたいこととの関係を考えて書くことができて

いないものなどが多く見られた。また，「４年間のまとめ【中学校編】」においては，文章や

資料から必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を明確にして自分の考えを書くことに

課題があると指摘している。

本設問は，上記の課題を踏まえて出題したものである。正答率は，78.0％（解答類型１

18.3％，解答類型２ 59.7％）であった。今回の調査を見る限り，本設問の【広報誌の一部】

のように，根拠として用いる情報がある程度限定された場合であれば，自分が伝えたいことに

ついて，資料の中から根拠となる情報を取り出して正確に書くことができる（解答類型１，２）

と考えられる。しかし，取り出した情報を基に自分の考えを加えて書く（解答類型２）など，

自分が伝えたいことの根拠として読み手に分かりやすいように書くことについては課題があ

ると考えられる。

○ 解答類型１について，具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じる地域の店の

魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）「顔なじみの店員がいて安心でき

る」が三十五パーセント，「高齢者への配慮がある」が二十九パーセントだった。

このような魅力もあることが分かった。

このように解答した生徒は，【広報誌の一部】にある情報を地域の店の「魅力」の具体例

として用いて，【広報誌の一部】を見ていない人にも分かるように正確に書くことができて

いる。ただし，次の下線部のように，取り出した情報を基に自分の考えを加えて書いたもの

と比較し，どちらがより分かりやすいかを検討するように指導することも考えられる。

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じる地域の店の

魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）「顔なじみの店員がいて安心でき

る」が三十五パーセント，「高齢者への配慮がある」が二十九パーセントだった。

インターネットの買い物では得られない，人との直接の関わりによる満足感も，地

域の店の魅力だと考えられる。

なお，本設問で「書き出し」として示した「また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケー

ト『利用者が感じる地域の店の魅力』の結果からも分かることがある。」については，根拠

として用いる情報の出典の示し方を例示したものである。指導に当たっては，この部分も含

めて，どのように書くと読み手に分かりやすいのかを検討するように促すことも考えられる。



○ 解答類型２について，具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じる地域の店の

魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）七十二パーセントの人が「必要

なものが近所で手に入る」ことを挙げている。インターネットだと，必要なものを

注文してから届くまでに少し時間がかかるが，地域の店なら思い付いたときにすぐ

に買いに行くことができる。これも地域の店ならではの魅力だ。

このように解答した生徒は，【広報誌の一部】にある情報を地域の店の「魅力」の具体例

として用いて，【広報誌の一部】を見ていない人にも分かるように正確に書くとともに，取

り出した情報を基に自分の考えを加えて書くことができている。具体的には，「必要なもの

が近所で手に入る」という意見が72％あるという【広報誌の一部】の情報を基に，下線部の

自分の考えを加えて解答している。

○ 解答類型４について，具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じる地域の店の

魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）「イベントで地域を盛り上げてく

れる」という項目を選んだ人が二十五パーセントしかいないことだ。

このように解答した生徒は，【広報誌の一部】にある情報を地域の店の「魅力」の具体例

として用いて書いていない。読み取った情報を目的や意図に応じて活用することに課題が

ある。

（例）

・ （また，昨年八月に青空商店街が行ったアンケート「利用者が感じる地域の店の

魅力」の結果からも分かることがある。例えば，）特定の日にしか出回らないもの

が買えるなど，インターネットにはない魅力がある。

このように解答した生徒は，【広報誌の一部】にある情報を用いて書いていない。読み手

に分かりやすいように根拠を明確にして書くことに課題がある。
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３．学習指導に当たって
自分の考えが，読み手に分かりやすく伝わるように書く

説得力のある文章にするためには，自分の考えを支える根拠を明確にして書くように指導す

ることが大切である。その際，自分の考えを支える根拠として，複数の実例や専門的な立場か

らの知見などを示すように指導することも重要である。

例えば，課題に沿って文章や図表などから必要な情報を根拠として取り出して，自分の考え

を書くなどの学習活動が考えられる。その際，取り出した情報が，自分の伝えたいことの根拠

としてふさわしいかどうかを検討するとともに，読み手に分かりやすく伝わるように，必要に

応じて取り出した情報について自分なりの考えを加えるように指導することが大切である。ま

た，問題や課題などについて述べる段落，集めた材料などについて分析する段落，それらを基

に自分の考えや意見を述べる段落など，段落の役割を考えて文章を構成するように指導するこ

とも重要である。その際，第１学年〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕(1)の「イ

言葉の特徴やきまりに関する事項」(ｴ)との関連を図り，指示語や接続詞及びこれらと同じよ

うな働きをもつ語句などに注意するように指導することも有効である。

指導に当たっては，平成26年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２三に係る授業ア

イディア例「説明的な文章を読んで，質問に答えよう」，平成28年度全国学力・学習状況調査

【中学校】国語Ａ４二に係る授業アイディア例「要望する文章を書こう」，「言語活動の充実に

関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【中学校版】」国語－12「高

等学校のパンフレットを批評する文章を書こう」も参考になる。

（参照）

「平成26年度【中学校】授業アイディア例」P.11～P.12

「平成28年度【中学校】授業アイディア例」P.３

「言語活動事例集【中学校版】」P.41～P.42
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国語４ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

出題の趣旨

・ 語の一部を省いた表現について，話や文章の中での適切な活用の仕方を理解すること

語感を磨き語彙を豊かにし，多様な語句を適切に活用するためには，それぞれの語句が話や

文章の中でどのように使用されているかや，自分が理解したり表現したりするときにどのよう

に用いればよいかについて考えることが大切である。その際，同じ事物や思いを表していても，

場面や状況によって表現が異なる場合があることに着目することも重要である。

本問では，話したり書いたりする際に，「インターネット」のことを「ネット」という場合

があることを例に挙げ，語の一部を省いた表現について，場面や状況に応じた適切な活用の仕

方を考えることを求めている。

なお，本調査問題の１では【全国中学生新聞】の中で，２では【話し合いの一部】の中で，

３では【意見文の下書き】の中で「インターネット」または「ネット」という表現の活用例を

示している。これは，〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕(1)の「イ 言葉の特徴

やきまりに関する事項」などについては，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」及び

「Ｃ 読むこと」の指導を通して，単に知識として学習されるだけでなく，実際の言語活動の

中で活用され，生きて働く力として身に付くことが求められていることを踏まえたものである。
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設問

趣旨

語の一部を省いた表現について，話や文章の中での適切な活用の仕方を理解しているか

どうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｳ) 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の

語彙について関心をもつこと。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

４ １ １，３と解答しているもの 79.0 ◎

２ １または１と２，１と４，１と２と４と解答しているもの 9.3

３ ３または２と３，３と４，２と３と４と解答しているもの 5.7

99 上記以外の解答 4.7

０ 無解答 1.2

２．分析結果と課題

○ 解答類型２は，選択肢１を選ぶことはできているが，選択肢３を選ぶことができていな

いものである。このように解答した生徒は，語の一部を省いた表現の使用が可能であるのは，

伝えたいことと異なる意味で受け取られない状況のときであることが理解できていないもの

と考えられる。例えば，「インターネット」のことを伝えたいときに，「ネット」と表現す

ることで「網」など他の意味に受け取られる可能性がある状況では，語の一部を省かないで

表現する必要がある。

○ 解答類型３は，選択肢３を選ぶことはできているが，選択肢１を選ぶことができていな

いものである。このように解答した生徒は，語の一部を省いた表現の使用が可能であるのは，

取り上げている内容について言葉の使い手と受け手とが互いに分かっている場合であること

が理解できていないものと考えられる。例えば，「ネット」が「インターネット」を指して

いることを言葉の受け手が理解していないと考えられる場合は，「インターネット」と語の

一部を省かないで表現したり，「ネット」が何を表すのかについて説明を加えた上で用いた

りする必要がある。

○ 解答類型２，３，99の中で，選択肢２を選んだ生徒は，全体の9.3％である。このように

解答した生徒は，世代による言葉の違いについて理解できていないものと考えられる。

選択肢４を選んだ生徒は，全体の10.3％である。このように解答した生徒は，個人的なメ

モを取る場合やある特定の分野の人同士でやり取りする場合などに，語の一部を省くことが

一般的ではない表現であっても，語の一部を省いて表現することがあることなどについて理

解できていないものと考えられる。

○ 解答類型99の中で，「２と４」と解答した生徒は，全体の3.0％である。
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３．学習指導に当たって

具体的な場面や状況に基づいて考える語句の指導の工夫

語感を磨き，語彙を豊かにするためには，事象や行為などを表す多様な語句を，目的や場面

に応じて適切に使うことができるように指導することが大切である。

例えば，本調査問題の１～３で示したような実際の場面で，語の一部を省いた表現をはじめ

とする事象や行為などを表す多様な語句について，どのように用いるとよいのかを検討したり，

用いる際に必要な配慮がないかを考えたりするなどの学習活動が考えられる。その際，新聞記

事の中で，「ネット」ではなく「インターネット」と語の一部を省かないで表現しているのは，

言葉の使い手のどのような意図によるものなのかや，係活動等での話合いの場面で，「インター

ネット」のことを「ネット」と表現しているのは，どのような理由によるものなのかなど，具

体的な場面や状況に基づいて考えるように指導することが重要である。また，実際に話したり

書いたりする中で，言葉の受け手の状況を予測したり反応を確かめたりしながら，どのような

表現を用いると，自分の伝えたいことがより的確に伝わるのかを考えながら表現するように指

導することも重要である。その際，第２学年〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

(1)の「イ 言葉の特徴やきまりに関する事項」(ｱ)との関連を図り，話し言葉と書き言葉との

違いなどについて理解を深め，言葉の特徴やきまりに気付いて自らの言語生活を高めることが

できるように指導することも有効である。

指導に当たっては，平成26年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８三に係る授業

アイディア例「言葉を集め，言葉カレンダーを作ろう」，平成29年度全国学力・学習状況調査

【中学校】国語Ａ９五に係る授業アイディア例「自分が使ってみたい語句についてスピーチ

をする」，平成30年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８三に係る授業アイディア例

「自分だけの『語彙手帳』を基に，言葉を使いこなそう」も参考になる。

（参照）

「平成26年度【中学校】授業アイディア例」P.８

「平成29年度【中学校】授業アイディア例」P.４

「平成30年度【中学校】授業アイディア例」P.３～P.４
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